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を通じて、機械に人聞が乗り込む 7 0 年代以降の搭乗型ロボット作品の物語類型が、あるいは、内面の希
薄な「機械=キャラ J を通して相互に異質な人々の聞に様々な関係性が生み出される 9 0 年代以降の機械
少女作品の物語類型が生み出されていった乙とを示した。




















































4 章の成果を受けた 5 章では、 90年代末に製品化されたペット型ロボット・アイボの開発と受容の過程につい
て検討し、 3 章と 4 章で個別に検討したロボットをめぐる文化的/科学的実践が特定の事例においていかに関係
するのかを考察している。製品化されたアイボは、生活空間で稼働する中でオーナー(購入者)の様々な解釈を
引き起こし、開発時には想定されていなかった新たな姿を獲得していく。ここで筆者は、こうしたアイボの変容
が、マンガ・アニメ表現が培わってきた機械的存在の「希薄な内面」という契機と 90年代以降のロボット研究が
見出したロボットの非自律性とい う契機が結びつくなかで生じていたことを示している。
以上の議論を通して、本論文は、日本のロボット技術において文化的/科学的実践が複雑にから舞い合いなが
ら発展して来たこと、この発展において、機械と人間(生物)を様々に比較することが中心的な役割を果たして
来たことを明らかにしている。ここで提示された知見は、高度にオリジナルでかつ豊富な資料に基づいており、
博士(人間科学)の学位にふさわしいと判断された。
